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2 .  研究をすすめるための基本概念












































の在り方を論じたマーゴリンの「Under The cover 













































































































































































3 .  方法








































































3 . 2   調査手続き
　アトキンソンはライフストーリー・インタビユー
























4 .  結果と考察






































4 . 2    語りからみえてくるストーリーのダイナミク
ス























表２ F さんのライフストーリー  
ストーリー 語りの内容と解説 










られた．              
                    ＊ 
「私の場合は，母がこの病気でして，そして亡くなったんですけど，自分の家で，そのあと，私も，病気がっていうん
でここにきたんです．私，H 県なんですよ，H 県が私をここに連れてきたわけですな．別に特別なケースではありませ
ん」「（＊おいくつくらいの時に？）12 歳のときです．小学校 6 年生です．子供でしたね，だから少年少女寮というのが
ありますけど，子供はそこに入ったわけですな．ともかく子供の寮で 6 年間過ごしましたね．」「（＊そうすると G 園が
はじまってそんなに経ってない頃なんですね．）そうそう 7 年目というか 8 年目かなだから，今から思うとG 園の歴史
とほとんど共にしてきましたね」 








                                   * 
 [注１]：昭和6年，癩予防協会が設立され，「癩予防ニ関スル件」が大幅に改正され絶対隔離を旨とした「癩予防法」が
成立した． 










F さんは，G 園で，6 年間過ごした後，昭和 18 年（18 歳当時）に一旦退所している．F さんは，ほとんど症状はなく
G 園から退所を許可されている．当時は戦時中であり，国家総動員の時代である．F さんも「日本男児」として「兵隊
になりたい」希望を強く持ったという． 
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と家庭が崩壊すると，その 2 度目の母にはすでに子供たちが，2 人，男の子と女の子ができていましたから，その新し
表２　Fさんのライフストーリー






                    ＊ 
F さんによると，父親は，病気が徴兵検査によって公になることを恐れて，つまり，再婚した妻やその子供たちとの平
和な生活を「崩壊」させたくなかったので，F さんに「あきらめて」G 園に戻るよう説得したということである．いわ




































F さんの病状は，プロミンの登場により安定する（昭和 27 年）が，すでに失明と身体障害が進行し後遺症として残っ
た．F さんは「精神面」で落ち込み何度も自殺を図ろうとした．ハンセン療養所入所者の自殺率（人口 10 万人対）は，



























たハンセン病に光明がもたらされたのが新薬プロミンであった．昭和 23 年から試験治療がはじまり，昭和 25 年頃には
入所者ほぼ全員がプロミン治療を受けている．効果は顕著で，「潰瘍は治癒し，結節は軟化吸収し，知覚及び麻痺は恢
復し，発汗現象も軽少し脱毛は発毛するに至った」とされている（邑久光明園創立百周年記念誌,2009）iii． 















F さんは夢を抱いて帰郷したはずである．しかし兵隊になるという夢が叶わぬまま，失意の中で，昭和 19 年に G 園に
もどり，G 園で終戦をむかえている． 


















                   ＊ 
[注４]：「アプレゲール」(Apres-guerre)①第 1 次大戦後，フランスを中心として興った文学上・芸術上の新しい傾向 ②
第 2 次大戦後の若者の放恣で退廃的な傾向．また，その傾向の人．戦後派．（広辞苑） 


























































洗礼を受けようといって，昭和 23 年でしたか，みんなで洗礼受けるんですわ(l)，若者が，７，8 人おったかな，それか
ら私のクリスチャンの生活が始まるんです」 
                              ＊ 




                             ＊ 
新薬プロミンが開発され，療養所はこれまでと違う新しい空気が流れだした．F さんの言葉を借りると「プロミンがみ
んなの肉体的な苦痛から解放し，新しい方向をみつけよう」という情況が息吹いてきた．全国的にも患者協議会「全国
国立癩療養所患者協議会」が発足した（昭和 26 年）．G 園においても自治会が実質的に復活し，特に所内作業とされて
きた「病棟看護」「不自由者棟付き添え」に対する切り替え運動が展開されたⅲ． 




























































































































































































5 .  総合考察

















































ローチのタイプを「what social work is」を問うも
の，「how to do social work」を問うもの，そして
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Abstract
  The purpose of this study is to examine social work practice through the life story of a person with Hansen’
s Disease. The author conducted life story interviews with seven persons with Hansen’s Disease over a number of 
years. The results showed four conditions: (①arriving at a state of self-health esteem, ②passing through dynamics 
of "master narrative," "model story," and "new story," ③ having a turning point (an epiphany experience), and ④
recognizing two factors of "strength" and "culture" for health esteem). The author took subject F from the seven 
samples to depict the conditions found above. From a social constructivism theory, the author raises a discussion on 
the state of social work practice. Finally, the author suggests implications for social work practice. 
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